
(57)【要約】

【課題】乳房を拡大するとともにバランスの取れた乳房

にすることができ、手で取り扱い易い幅に構成して胸及

び手の平部位への刺激付与を便利にした胸部マッサージ

器を提供すること。

【解決手段】一般的な女性の胸の曲率と類似するように

左右側が側面視弧形からなる上下ケースをそれぞれ備え

、その間の隙間に振動モータ、バッテリを収容するバッ

テリホルダー、スイッチを含んだ駆動回路を互いに配線

されるように設置し、該上部ケースの上面には該スイッ

チを押すためのケース一体型弾性押圧片と、該バッテリ

ホルダー部位を開閉する蓋を備え、該下部ケースの下面

には多数の永久磁石を取り付けて構成するが、該上下ケ

ースの平面視の上下幅は手で掴めるように左右幅に比べ

て狭く形成し、該上下ケースの結合部位の一側には該上

下ケースを手で掴んだときに手指がのせられるように指

同士の間の屈曲にあわせた突起をそれぞれ形成し、該ス

イッチが押されると、該駆動回路によって該振動モータ

が所定の時間作動した後止まるように構成した。

【選択図】　　　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 般 的 な 女 性 の 胸 の 曲 率 と 類 似 す る よ う に 左 右 側 が 側 面 視 弧 形 か ら な る 上 下 ケ ー ス （ １ ）
及 び （ ２ ） を そ れ ぞ れ 備 え 、 そ の 間 に 振 動 モ ー タ （ ３ ） 、 バ ッ テ リ （ ４ ） を 収 容 す る バ ッ
テ リ ホ ル ダ ー （ ５ ） 、 ス イ ッ チ （ ６ ） を 含 ん だ 駆 動 回 路 （ ７ ） を お 互 い に 連 結 す る よ う に
設 置 し 、 該 上 部 ケ ー ス （ １ ） の 上 面 に は 該 ス イ ッ チ （ ６ ） を 押 す た め の ケ ー ス 一 体 型 弾 性
押 圧 片 （ ８ ） と 、 該 バ ッ テ リ ホ ル ダ ー （ ５ ） 部 位 を 開 閉 す る 蓋 （ ９ ） を 備 え 、 該 下 部 ケ ー
ス （ ２ ） の 下 面 に は 多 数 の 永 久 磁 石 （ １ ０ ） を 取 り 付 け て 構 成 し 、 該 上 下 ケ ー ス （ １ ） 及
び （ ２ ） の 結 合 部 位 の 一 側 に は 該 上 下 ケ ー ス （ １ ） 及 び （ ２ ） を 手 で 掴 ん だ と き に 手 指 が
の せ ら れ る よ う に 指 同 士 の 間 の 屈 曲 に あ わ せ た 突 起 （ １ １ ） を そ れ ぞ れ 形 成 し 、 該 ス イ ッ
チ （ ６ ） が 押 さ れ る と 、 該 駆 動 回 路 （ ７ ） に よ っ て 該 振 動 モ ー タ （ ３ ） が 所 定 の 時 間 作 動
し た 後 止 ま る よ う に 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 、 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に は 、 振 動 モ ー タ を 駆 動 し て 胸 部 位 の 血
液 循 環 を 図 り 、 且 つ 永 久 磁 石 の 磁 力 に よ っ て 細 胞 を 活 性 化 さ せ る こ と に よ り 、 乳 房 を 拡 大
す る と と も に バ ラ ン ス の 取 れ た 乳 房 に す る こ と が で き 、 手 で 取 り 扱 い 易 い 幅 に 構 成 し て 胸
及 び 手 の 平 部 位 へ の 刺 激 付 与 を 便 利 に し た 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
周 知 の 如 く 、 女 性 の 胸 は 母 性 の 象 徴 で あ る と と も に 美 の 尺 度 で あ る と い え る 。 こ の よ う な
理 由 か ら 、 女 性 は 小 さ い 乳 、 垂 れ 乳 、 不 均 衡 な 乳 に 対 す る コ ン プ レ ッ ク ス に 苛 ま れ ら れ て
き た と 言 っ て も 過 言 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の た め 、 女 性 の 乳 房 を 拡 大 さ せ る た め の 物 理 的 な 機 具 が 登 場 し て き た が 、 殆 ど の 機 具 は
、 女 性 の 乳 房 を 象 っ た カ ッ プ を 胸 に 被 せ た 状 態 で 、 吸 着 ガ ン ま た は 吸 着 ポ ン プ の よ う な 吸
着 器 を 用 い て 胸 を 強 制 に 吸 着 さ せ て 拡 張 さ せ た り 吸 着 力 を 解 除 し た り す る 過 程 を 繰 返 し 、
胸 部 を 物 理 的 に 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 乳 房 を 拡 張 さ せ よ う と し て い る 。 と こ ろ が 、 こ れ
は 乳 房 を 強 制 的 に 拡 張 す る た め 、 機 具 の 使 用 時 に 痛 み を 誘 発 し 且 つ 身 体 に 副 作 用 を も た ら
し て 胸 部 を 不 均 衡 に す る 恐 れ が あ る う え 、 内 省 的 な 女 性 に は 拒 否 感 を 与 え る な ど 多 く の 問
題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 考 案 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て 提 案 さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 手 で 持 ち 上 げ ら れ る ほ
ど の 小 型 サ イ ズ の 上 下 ケ ー ス の 内 部 に 振 動 モ ー タ を 備 え 、 簡 便 に 携 帯 し な が ら 場 所 に 拘 ら
ず 振 動 モ ー タ を 駆 動 さ せ て 胸 を マ ッ サ ー ジ す る こ と が で き る よ う に し 、 上 下 ケ ー ス の 結 合
部 位 の 一 側 に 、 指 同 士 の 間 の 屈 曲 に あ わ せ た 突 起 を 形 成 し て 胸 部 だ け で な く 手 の 平 部 位 に
刺 激 を 与 え る こ と を 可 能 に し 、 多 数 の 永 久 磁 石 を 備 え て 永 久 磁 石 の 磁 力 に よ る 効 果 を 同 時
に 図 り 、 胸 部 を 拡 大 す る こ と が で き る の は 勿 論 の こ と 、 バ ラ ン ス の 取 れ た 胸 に す る こ と が
で き 、 ス イ ッ チ を 押 す と 、 内 部 駆 動 回 路 に よ っ て 振 動 モ ー タ を 駆 動 し て 所 定 の 時 間 振 動 し
た 後 、 自 動 停 止 す る こ と に よ り 、 使 用 上 の 便 宜 性 を 図 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 一 般 的 な 女 性 の 胸 の 曲 率 と 類 似 す る よ う に 左 右 側
が 側 面 視 弧 形 か ら な る 上 下 ケ ー ス を そ れ ぞ れ 備 え 、 そ の 間 の 隙 間 に 振 動 モ ー タ 、 バ ッ テ リ
を 収 容 す る バ ッ テ リ ホ ル ダ ー 、 ス イ ッ チ を 含 ん だ 駆 動 回 路 を 互 い に 配 線 さ れ る よ う に 設 置
し 、 前 記 上 部 ケ ー ス の 上 面 に は 前 記 ス イ ッ チ を 押 す た め の ケ ー ス 一 体 型 弾 性 押 圧 片 と 、 前
記 バ ッ テ リ ホ ル ダ ー 部 位 を 開 閉 す る 蓋 を 備 え 、 前 記 下 部 ケ ー ス の 下 面 に は 多 数 の 永 久 磁 石
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を 取 り 付 け て 構 成 し 、 前 記 上 下 ケ ー ス の 平 面 視 の 上 下 幅 は 手 で 掴 め る よ う に 左 右 幅 に 比 べ
て 狭 く 形 成 し 、 前 記 上 下 ケ ー ス の 結 合 部 位 の 一 側 に は 前 記 上 下 ケ ー ス を 手 で 掴 ん だ と き に
手 指 が の せ ら れ る よ う に 指 同 士 の 間 の 屈 曲 に あ わ せ た 突 起 を そ れ ぞ れ 形 成 し 、 前 記 ス イ ッ
チ が 押 さ れ る と 、 前 記 駆 動 回 路 に よ り 前 記 振 動 モ ー タ が 所 定 の 時 間 作 動 し た 後 止 ま る よ う
に 構 成 し た 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 考 案 を 提 示 す る 実 施 例 に よ っ て 具 体 化 す る 。
本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 般 的 な 女 性 の 胸 の 曲 率 と
類 似 す る よ う に 左 右 側 が 側 面 視 弧 形 か ら な る 上 下 ケ ー ス １ 及 び ２ を そ れ ぞ れ 備 え 、 そ の 間
に 振 動 モ ー タ ３ 、 バ ッ テ リ ４ を 収 容 す る バ ッ テ リ ホ ル ダ ー ５ 、 ス イ ッ チ ６ を 含 ん だ 駆 動 回
路 ７ を 互 い に 連 結 さ れ る よ う に 設 置 し 、 上 部 ケ ー ス １ の 上 面 に は ス イ ッ チ ６ を 押 す た め の
ケ ー ス 一 体 型 弾 性 押 圧 片 ８ と 、 バ ッ テ リ ホ ル ダ ー ５ の 部 位 を 開 閉 す る 蓋 ９ を 備 え 、 下 部 ケ
ー ス ２ の 下 面 に は 多 数 の 永 久 磁 石 １ ０ を 取 り 付 け て 構 成 す る が 、 上 下 ケ ー ス １ 及 び ２ の 平
面 視 の 上 下 幅 は 手 で 掴 む こ と が で き る よ う に 左 右 幅 に 比 べ て 狭 く 形 成 さ れ 、 上 下 ケ ー ス １
及 び ２ の 結 合 部 位 の 一 側 に は 上 下 ケ ー ス １ 及 び ２ を 手 で 掴 ん だ と き に 手 指 が の せ ら れ る よ
う に 指 同 士 の 間 の 屈 曲 に あ わ せ た 突 起 １ １ を そ れ ぞ れ 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 際 、 上 下 ケ ー ス １ 及 び ２ は 硬 質 合 成 樹 脂 材 か ら な り 、 ケ ー ス 一 体 型 弾 性 押 圧 片 ８ は 上
部 ケ ー ス １ を 一 部 位 の み 残 し て 切 開 し 、 残 さ れ た 部 位 の 弾 性 に よ っ て 下 部 の ス イ ッ チ ６ を
押 圧 し 得 る よ う に 構 成 し 、 蓋 ９ は ヒ ン ジ 式 で 構 成 す る か 或 い は ロ ッ ク 部 位 を 弾 力 的 に 形 成
し て ワ ン タ ッ チ ロ ッ ク さ れ る よ う に す る こ と も で き る 。 こ の 他 に も バ ッ テ リ ホ ル ダ ー ５ 部
位 を 開 閉 す る こ と が 可 能 な 構 造 で あ れ ば 、 い ず れ で も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 永 久 磁 石 １ ０ は 強 制 嵌 め 合 わ せ す る か ま た は 接 着 剤 な ど で 付 着 さ せ て 構 成 す る こ と
が で き 、 振 動 モ ー タ ３ と 上 下 ケ ー ス １ 及 び ２ と の 間 に は 振 動 モ ー タ ３ に よ る 上 下 ケ ー ス １
及 び ２ の 損 傷 を 防 止 す る た め の ス ポ ン ジ の よ う な 防 振 材 を そ れ ぞ れ 介 在 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 の 作 用 を 説 明 す る 。
ま ず 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 の 凹 ん だ 部 位 、 即 ち 下 部 ケ ー ス ２ の 下 面 を 胸 部 に 当
て た 後 、 マ ッ サ ー ジ 器 を 握 っ て い る 手 の 親 指 を 用 い て 押 圧 片 ８ を 押 す と 、 上 下 ケ ー ス １ 及
び ２ の 内 部 に 位 置 し た ス イ ッ チ ６ が 押 さ れ 、 バ ッ テ リ ４ の 直 流 電 源 が 振 動 モ ー タ ３ に 印 加
さ れ 、 こ れ に よ り 振 動 モ ー タ ３ が 駆 動 さ れ る と 同 時 に 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 全 体 が 振 動 す る 。
こ の 際 、 振 動 モ ー タ ３ は 、 そ の 出 力 軸 に 偏 心 重 量 体 が 結 合 さ れ て お り 、 振 動 モ ー タ ３ の 駆
動 に よ っ て 偏 心 重 量 体 が 回 転 し な が ら 振 動 を 誘 発 す る も の で 、 バ ッ テ リ ４ の 直 流 電 源 に よ
っ て 駆 動 で き る よ う に 小 型 直 流 モ ー タ を 採 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ４ は 本 考 案 に 適 用 さ れ る 駆 動 回 路 の 一 例 を 示 す も の で 、 Ｖ ｃ ｃ に ３ Ｖ が 印 加 さ れ る と 、
マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ の １ 番 ピ ン は Ｒ １ プ ル ア ッ プ 抵 抗 に よ っ て Ｈ （ ３ Ｖ ） に な り 、 ２ 番 ピ
ン は Ｃ １ 、 Ｒ ２ の 時 定 数 に よ っ て １ Ｋ の 周 波 数 が 発 生 し て マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ の 基 準 ク ロ
ッ ク と し て 設 定 さ れ 、 ３ 番 ピ ン は Ｒ ３ に よ っ て Ｈ に プ ル ア ッ プ さ れ て い る が 、 ス イ ッ チ ６
を 押 す 場 合 は Ｌ （ ０ Ｖ ） に な っ て ス タ ー ト す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
５ 番 ピ ン は 出 力 ピ ン で あ り 、 ス タ ー ト の 前 に は Ｌ （ ０ Ｖ ） に な っ て お り 、 ス イ ッ チ ６ が 押
さ れ る と 、 Ｈ （ ３ Ｖ ） に な っ て 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ の ベ ー ス に 電 圧 を 印 加 し 、 Ｔ Ｒ の
ベ ー ス に Ｈ が 印 加 さ れ る と 、 Ｔ Ｒ が 導 通 さ れ て 振 動 モ ー タ ３ が 回 転 し 、 Ｒ ５ は 振 動 モ ー タ
３ の 電 流 が 適 当 に 流 れ る よ う に し 、 Ｃ ２ は 振 動 モ ー タ ３ 動 作 時 の 雑 音 を 除 去 し 、 Ｃ ３ は 電
源 の 雑 音 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
一 旦 動 作 が 開 示 さ れ 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で 計 算 し て ４ 分 が 経 過 す る と 、 自 動 に ５ 番 ピ ン
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の 出 力 が Ｌ に な り 、 Ｔ Ｒ の 導 通 が 解 除 さ れ て 振 動 モ ー タ ３ が 停 止 し 、 動 作 中 で あ っ て も ス
イ ッ チ ６ を も う 一 度 押 す と 、 即 時 に マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ の 出 力 （ ５ 番 ピ ン ） が Ｌ に な り 、
振 動 モ ー タ ３ は 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
即 ち 、 振 動 モ ー タ ３ を 駆 動 す る た め の 駆 動 回 路 ７ の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ に よ っ て 振 動 モ ー
タ ３ を 所 定 の 時 間 、 例 え ば ４ 分 間 駆 動 し 、 時 間 経 過 後 に は 自 動 に 電 源 を オ フ さ せ る か 、 振
動 モ ー タ ３ の 作 動 中 に ス イ ッ チ ６ を 押 す と 自 動 に 停 止 す る の で 、 ス イ ッ チ ６ を 押 し 続 け な
く て も 振 動 モ ー タ ３ が 適 正 時 間 駆 動 す る た め 、 使 用 が 非 常 に 便 利 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 胸 部 マ ッ サ ー ジ を 随 時 行 っ て 振 動 モ ー タ ３ に よ る 振 動 が 胸 部 に 持 続 的 に 伝 え ら れ る と
、 胸 部 が 振 動 す る と 共 に 細 胞 が 活 性 化 さ れ て 大 き く な り 、 乳 房 が 拡 大 さ れ る の は 勿 論 の こ
と 、 バ ラ ン ス の 取 れ た 乳 房 に す る こ と が で き 、 振 動 自 体 に よ っ て 疲 労 感 を 解 消 す る こ と が
で き る 。 特 に 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 は 手 で 持 ち 上 げ ら れ る ほ ど の 小 型 サ イ ズ な
の で 、 簡 便 に 携 帯 し な が ら 随 時 場 所 に 拘 ら ず 胸 を マ ッ サ ー ジ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 振 動 モ ー タ ３ に よ る 振 動 の 効 果 と 共 に 、 乳 房 部 位 に 密 着 す る 下 部 ケ ー ス ２ の 下
面 に は 多 数 の 永 久 磁 石 １ ０ が 圧 入 ま た は 付 着 さ れ て い る の で 、 永 久 磁 石 １ ０ に よ る 磁 力 が
胸 部 に 伝 達 さ れ る 。 こ の よ う な 磁 力 に よ っ て 胸 部 の 血 行 を 良 く し て 疲 労 感 を 解 消 す る こ と
が で き 、 乳 房 癌 な ど の 婦 人 病 を 予 防 す る こ と が で き る な ど 振 動 及 び 磁 力 に よ る 効 果 を 同 時
に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 は 、 胸 部 だ け で な く 、 手 の 平 部 位 の 疲 労 感 を 解 消 す
る こ と も で き る も の で 、 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 を 手 で 掴 む と 、 指 同 士 の 間 の 屈 曲 に あ わ せ た 突
起 １ １ に 指 が の せ ら れ 、 機 器 と 手 の 平 が 密 着 す る 。 こ の よ う な 状 態 で 押 圧 片 ８ を 押 す と 、
振 動 モ ー タ ３ が 振 動 し て 前 述 の 振 動 及 び 磁 力 に よ る 効 果 を 得 る こ と が で き 、 バ ッ テ リ ４ が
消 耗 す る と 、 蓋 ９ を 開 い て 簡 便 に バ ッ テ リ ４ を 取 り 替 え る こ と が で き る と い う 利 点 も あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 考 案 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 は 、 小 型 な の で 簡 便 に 携 帯 し な が ら
随 時 胸 部 マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と が で き 、 振 動 モ ー タ と 永 久 磁 石 を 備 え 、 振 動 モ ー タ に よ る
振 動 及 び 永 久 磁 石 に よ る 磁 力 の 効 果 を 同 時 に 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 持 続 的 な 胸 刺 激
に よ っ て 乳 房 が 拡 大 さ れ る と 共 に バ ラ ン ス の 取 れ た 乳 房 に す る こ と が で き 、 胸 部 だ け で な
く 手 の 平 部 位 を 刺 激 し て 疲 労 感 の 解 消 に も 使 用 す る こ と が で き 、 特 に ス イ ッ チ を 押 し 続 け
て い な く て も 一 度 だ け 押 す と 、 振 動 モ ー タ が 所 定 の 時 間 駆 動 し た 後 、 電 源 が 自 動 に オ フ さ
れ る の で 、 使 用 が よ り 便 利 に な る な ど 非 常 に 有 用 な 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 の 内 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 考 案 に 係 る 胸 部 マ ッ サ ー ジ 器 の 制 御 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 上 部 ケ ー ス
２ 　 下 部 ケ ー ス
３ 　 振 動 モ ー タ
４ 　 バ ッ テ リ
５ 　 バ ッ テ リ ホ ル ダ ー
６ 　 ス イ ッ チ
７ 　 駆 動 回 路
８ 　 押 圧 片
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